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第１８７回文化審議会文化財分科会議事要旨

開催日 平成２９年１２月８日（金）１４：００～１５：３０

場 所 文化庁特別会議室（旧文部省庁舎２階）

出席者 委 員 亀井会長，薦田委員，佐藤委員，藤井委員

文化庁 大臣政務官，次長，文化財部長，文化戦略官

伝統文化課長，美術学芸課長，記念物課長，参事官，その他関係官

１．前回議事要旨確認

２．諮問・答申

①文化財の確実な継承に向けたこれからの時代にふさわしい保存と活用の在り方について（答申）

企画調査会長から，文化財の確実な継承に向けたこれからの時代にふさわしい保存と活用

の在り方について説明があり，別添のとおり答申がなされた。

②重要無形民俗文化財の指定について（諮問）

伝統文化課長から，重要無形民俗文化財の指定について説明があり，審議の結果，第五専

門調査会において調査することとした。

③登録有形民俗文化財の登録について（諮問）

伝統文化課長から，登録有形民俗文化財の登録について説明があり，審議の結果，第五専

門調査会において調査することとした。

④記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財の選択について（諮問）

伝統文化課長から，記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財の選択について説明が

あり，審議の結果，第五専門調査会において調査することとした。

⑤重要文化財（美術工芸品）の買取りについて（諮問・答申）

美術学芸課長から，重要文化財（美術工芸品）の買取りについて説明があり，審議の結果，

別紙のとおり答申がなされた。

⑥史跡等の現状変更の許可について（諮問・答申）

記念物課長から，史跡等の現状変更の許可について説明があり，審議の結果，別紙のとお

り答申がなされた。
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別 紙

２－①文化財の確実な継承に向けたこれからの時代にふさわしい保存と活用の在り方について（答申）

詳細については，別添を御覧ください。

２－⑤重要文化財（美術工芸品）の買取りについて（諮問・答申） ３件

２－⑥史跡等の現状変更の許可について（諮問・答申）

史跡に係るもの ５０件

名勝に係るもの ２４件

天然記念物に係るもの １８件


